
 

 
  
                                  

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

◆会長あいさつ◆   

髙橋 勇雄 会長 
来訪者紹介 

県北第一分区ガバナー補佐 

久米 允彦 様 

県北第一分区幹事 

佐藤 慶行 様 

今日は２４節季の梅雨入りを

芒種（ぼうしゅ）と言い、梅雨明けを大暑と呼ぶそ

うですが、梅雨入りは例年より一週間早く、梅雨明

けは１５日も遅く、今月２６日の予報で、もうすぐ

梅雨明けです。 
その２６日には、来月の会員増強拡大月間に先立

ち２５３０地区会員増強セミナーが、開成山大神宮

参集殿において開催されます。 
当クラブからは、会長・幹事・会員増強佐藤朋也

委員長の３名で出席し８月の会員増強拡大月間に臨

むことになっております。 
さて、先週「東南アジアが念願のポリオフリー認

定」残りは３地域、のお話をさせて頂き、引き続き

ロータリー財団への協力をお願いしましたが、財団

への寄付と同時に、私たちに出来る事が他にもあり

ます。それは、エコキャップ回収運動です。 
エコキャップ２㎏ ８６０個で、１ワクチンになり

ます。解りやすく言うと、４５ℓの家庭用ゴミ袋いっ

ぱいでワクチン３人分です。 
私たちは毎年６００kg→２７万個の回収で３３０

人分のワクチン提供をしております。 
じゃあワクチンの値段は、と言うと１ワクチン  

２０円です。当然、お金を寄付した方が・・・とい

う意見や輸送費の方が高い・・・という意見。 
でも焼却すれば１kg で、３１５０ｇのＣＯ２が発

生します。捨てれば、ゴミ、環境汚染、ロータリア

ンとして、気持ちと行動が大事と考えます。 
当クラブの会員数は７２名、一人１１個のキャッ

プで１人の命が救えます。 
この運動は、国際奉仕と青少年奉仕の共同事業です。 
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 本日のプログラム 
 

12：30 開会点鐘 

ロータリーソング（我らの生業） 

     ロータリーの行動模範 

     来訪者紹介と会長挨拶 

     クラブ協議会 

国際奉仕委員会 

     報告 

      スマイリングボックス委員会 

幹事報告 

     食事 

     ロータアクトについて 

     県北第一分区ガバナー補佐スピーチ 

     各委員会報告       

 13：30 閉会点鐘 

 
 
 
 本日のソング 『我らの生業』 
 
  我らの生業さまざまなれど 

集いて図る心は一つ 
  求むるところは平和親睦 
    力むるところは向上奉仕 
  おゝロータリアン 
    我らの集い 
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超我の奉仕 

基本方針：ロータリーに輝きを 

 

今年は年２回、回収を行いますので、どうか会員本

人はもとより、社員・家族にも協力を求め、未回収

者０人を目指しましょう。 よろしくお願い致します。 
次に手続き要覧の変更に伴い、前回の理事会で諮

問委員に指名した、宍戸英男氏、廣澤俊樹氏と会長・

幹事で、クラブ細則の見直しを行いました。その中

で、文章上のテニオハも含め解りやすさを併せて検

討した結果、膨大な見直しとなりました。今後の日

程としまして、8/6 理事会へ提示、その案を 8/20 全

員配布、検討期間をおいて 8/27 のクラブ臨時総会に

お計りしてまいりますので、宜しくお願い致します。 
 
◆クラブ協議会◆ 

●国際奉仕委員会     伊藤 紘一 委員長 

１、「奉仕を通じて平和を」は国際ロータリーの

永遠のテーマです。そうしてこそ「ロータリ

ーの心を大切にクラブを活性化させよう」と

なるものと理解しましょう。 

２、国際理解推進のために、近隣国外視察、クラ

ブメーキャップ、研修旅行の開催。 

３、国際奉仕活動への支援 

a ポリオ・プラス撲滅への協力として、エコ

キャップ収集活動の啓蒙。（年間２回予定） 

b ラオス教育養成学校への支援及び周知 

c 激甚災害への迅速な支援 

４、来年６月のブラジルサンパウロ国際大会への

参加奨励 

 

◆ロータアクト活動について◆ 
●地区青少年委員会 ロータアクト委員長 

廣澤 俊樹 会場監督 

ローターアクトとはインターアクトが出来た際は

１５歳から１８歳の若い人たちにロータリーの精神

を理解して頂き活動して頂きたいとの趣旨があった

が、高校を卒業しても継続的にロータリー精神の基

で活動を続けて頂きたい意向から１８歳から３０歳

までを対象に出来たクラブです。 
ローターアクトは日本に 209 クラブで 3,070 名弱

のアクターがいます。2530 地区においては 5 クラブ

で 70 名弱であり、活動に関しては疲弊していると思

います。 
インターアクト・ローターアクトいずれも将来の

ロータリアンを育てる考えが根本にあります。 

3月には第 27回の全国大会が 1,000 名程度の規模

で開催されますので、是非参加して頂きたい。 

 

◆ガバナー補佐スピーチ◆ 
県北第一分区ガバナー補佐 

久米 允彦 様 

年頭に当たり若干の所信を申し

述べさせて頂きたいと思います。今

年度ＲＩテーマ「ロータリーに輝きを」を受け、野

﨑潔ガバナーは、今年度第２５３０地区テーマを「ロ

ータリーの心を大切に、クラブを活性化させよう！」

とされました。 
 野﨑ガバナーは、重点活動項目として、次の7項目

の具体的な目標を掲げられ、地域社会に期待される

活動を展開したいと謳い上げられました。 
１． クラブ基盤の強化 会員増強（純増各クラブ1名） 
２． ロータリー情報の共有化と強化 
３． 効果的ロータリークラブ実現の方策 
４． ロータリーイメージと認知度の向上 
５． 青少年要請に期待をこめて積極的サポート 
６． ロータリー財団プログラムへの参加と資金協力 
７． 米山記念奨学会への理解と協力 

これらの目標は誠に時宜を得た目標と言うべきも

のであります。 

とりわけクラブの活性化に資する要件として、会

員増強を挙げなければなりません。少しでも目標を

達成するためには、一に会員増強、二にクラブの活

性化に尽きるでしょう。野﨑ガバナーが挙げられる

方針を我々県北第一分区が率先して実践して行きま

しょう。 
次に本年度の事業としまして、県北第一分区・第

二分区合同のプログラムを企画してみたいと思いま

す。 
第二分区の佐藤喜市郎ＡＧと協議させて頂き、原

則共同開催するということで了解も頂いております。

プログラムの内容から考えますと、「新世代会議」

あたりが相応しいかと思っており、もう少し詰めな

ければなりませんが、絶えて久しい第二分区の方々

との交流に大いに期待しているところです。 

話は変わりますが、単純にＡＧの職責が何である

かを考えたところ、取り敢えずｆ．ｇ．ｈ．につい

て地区の意向を各クラブに伝達することがお役目か

と思います。この3項は分かり易いと言えば言えない

こともありません。分からないことは分からないな

りに自分で咀嚼して、各クラブに伝達するように務

めて参るつもりですが、この通り俄か勉強が身につ

いておりませんので、聊か的外れなことを申し上げ

るかもしれませんが、手許に「手続要覧」と「ロー

タリー情報マニュアル」をおきまして、分区の会長

幹事の皆様と共々に勉強しながら、この職責を全う

していきたいと思います。何はともあれ、皆様のご

協力を頂きまして、ガバナー補佐として精一杯努め

て参りたいと考えておりますので、よろしくご支援

ご協力をいただきますようお願い申し上げます。 

※地区情報～８／２ ロータリー財団セミナー 

今月・来月のプログラム  
7 月 30 日(水) 家族納涼パーティー(夜間例会) 
8 月 6 日(水) 誕生祝い、ﾛｰﾀﾘｰの友読みどころ 
       会員増強・ﾛｰﾀﾘｰ財団各ｾﾐﾅｰ報告 
8 月 13 日(水) 休会(お盆休み) 
8 月 20 日(水) ｸﾗﾌﾞﾌｫｰﾗﾑ(会員増強について) 
8 月 27 日(水) ｹﾞｽﾄｽﾋﾟｰﾁ(東京麹町会員増強卓話)、

社会奉仕セミナー報告 


